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星光 PMC株式会社 第 56期定時株主総会 

事前質問への回答および質疑応答の概略 

 

1. 事前質問への回答 

 Q1．積極投資に伴う減価償却負担もあり、利益率が 5%程度となっている

が、今後の投資計画や資金計画面から利益率の回復見込みを知りた

い。 

 

 A1．確かにベトナム工場の竣工や、KJケミカルズでの増産体制整備な

ど、最近は成長のための投資を進めており、2023年度の減価償却費

は 19億 2千万円と前期比で約 5億円、33.9%増加する。 

そのため、2023年度の営業利益は 20億 1千万円と、数値的には大

きな回復には至らず、営業利益率も、5.7%を予想しているが、一方

で先程もご説明した、事業から「キャッシュを生む力」を表す

EBITDAは 39億 3千万円と、昨年から 2割程度、6億円以上増やす

計画である。投資効果が本格的に現れる来年度以降に、営業利益の額

と率をさらに回復させるべく、取り組んでいく。 

 

2. 質疑応答 

 Q1．セグメント利益が総じて良くないが、詳しく理由を教えて欲しい。    

キャッシュフローに関しても、状況を教えて欲しい。 

 

 A1．詳しくは 2/28に開催したアナリスト向け説明会資料にも掲載されて

いるが、昨年度は原料値上げ(約 28億円)に対して価格転嫁(約 22億

円)が追い付かなかった。原料価格の上昇局面においては、値上げが

後追いの形になるため、ギャップが生まれてしまった。そのギャップ

に関しては、今年中に埋める所存である。 

キャッシュフローに関しては、EBITDAの数値を参照いただきた

い。23年の営業利益予想値は前年から大きく変わらないものの、

EBITDA予想値に関しては、前年から 6億円増の 39億円超を予想し

ている。既存事業をより強固なものとし、新規事業を拡大させていく

ことで、キャッシュを生む力は向上させていく。 
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参考資料：2022年 12月期決算説明会資料より抜粋 
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Q2．先程話のあった招集通知の電子化など、事業環境は今後益々悪化して

いくと思う。 

先程、プライム維持基準の話もあったが、今年の 9月迄であれば、ス

タンダードへ無条件移行も可能であるが、その選択肢は無いのか? 

それとも是が非でもプライム維持と考えているのか? 

意気込みを教えて欲しい。 

 

 A2．何としても維持する意気込みで臨んでいる。 

既存事業の基盤強化、キチンナノファイバーやバイオフィルムコント

ロール剤などの新事業への種まき、成長投資などで収益を拡大させ

る。 

また、IR活動にも力を入れ、世間に当社を認知いただき、当社の価

値が適切に反映される様にし、株価向上に繋げていきたい。 
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参考資料：2022年 12月期決算説明会資料より抜粋 
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Q3．セルロースナノファイバーの昨年の売上、収益につき、教えて欲しい 

 

A3．定量的な情報の公表はお客様にご迷惑をおかけする可能性があるので

非公表とさせていただきたい。 

定性的に状況を説明すると、アシックス様には継続的にご使用頂き、

さらに日用品などへの採用検討も進んできたが、売り上げはここ数年

横ばいである。 

営業と技術が協力して新規の顧客開拓に注力している。 

技術的には、生産性を従来の 3-4倍に高める目途が立ち、コストダウ

ンへの道筋がつき始めていたり、自動車部品としての基礎物性の目標

値をすることができたりなど、着実に歩みを進めることができてい

る。 

参考資料：2022年 12月期決算説明会資料より抜粋 

    

 2022年度決算説明会の説明内容はこちらよりご覧いただけます。 

   (logmi finance HP に遷移します。) 

https://finance.logmi.jp/377845

